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よりよい社会の実現を目指す子が育つ社会科学習 

～「つながる」をキーワードにした指導を通して～ 

 

多治見市立小泉小学校 教諭 安藤 宜尚  

概  要 

本研究は，子どもたちに社会的事象に対する見方・考え方を習得させるための指導の在り方を追究

し，実践した記録である。新しい時代に対応した新学習指導要領では，「何を知っているか」から「知

っている知識や技能を用いて，何ができるようになるのか」といった，知識・技能の汎用性が重視さ

れるようになった。社会科にあてはめて考えると，これは子どもたちが社会で起きている出来事に関

心や問題意識を持ち，その出来事の価値や問題点を見付けたり，解決策を考えたりできるようになる

だけではなく，さらにその解決策を実践しようとする態度まで育てるということである。このような

姿は，子どもの意識が社会とつながるような授業の中で培うことができると考えた。子どもの意識が

社会とつながるとは，社会的事象を自分に引き寄せて捉えるということである。そうなるためには，

指導前の単元指導計画，教材づくり，学習活動，授業中の見届けなどの様々な段階で「つながる」を

キーワードにした手立てが効果的であると考え，６年生の歴史分野の指導を通して実践に取り組ん

だ。子どもが資料や仲間の意見，既習内容をつなげながら，社会的事象に対する見方・考え方をつか

んでいく様子に着目しながら本研究をまとめた。 

 

１ はじめに 

 日本社会が今後直面する課題は，多岐にわたる。

まずは少子高齢化の急速な進展と，それに伴う人

口減少の問題。ＡＩ（人工知能）技術の急速な発

展に伴い，現存する職業の半数以上がＡＩにとっ

て代わられてしまうのではないかという問題。外

国人労働者の受け入れ，企業のグローバル化のま

すますの進展，子育て支援，働き方改革（生産性

改革），環境問題など，対応しなくてはならない課

題が目白押しである。 

 今後，この国を支えていくことになる子どもた

ちは，これらの大きな課題と産業構造の変化に対

応していく力を付ける必要がある。そのために，

子どもたちはたくさんの知識を学ぶことはもちろ

ん必要なのだが，それは，ペーパーテストで点数

を取るための知識ではなく，実社会の中での問題

解決に寄与するような汎用性の高い知識・技能で

なくてはならない。 

新学習指導要領がこれまでの学習指導要領と比

べても，画期的に変わったとされる。従来の学習

指導要領が「何を知っている（ようにするの）か」

といった指導内容に重点を置いて編纂されてきた

のが，新指導要領においては，「知っている知識や

技能を用いて，何ができるようになるのか」とい

った，知識・技能の汎用性を重視している点にあ

る。このことを，上智大学の那須正裕教授は「学

校教育の守備範囲を知識・技能の習得に留めるこ

となく，それらを初めて出合う問題場面で効果的

に活用する思考力・判断力・表現力など汎用性の

ある認知スキルにまで高め，さらに粘り強く問題

解決に取り組む意欲や自己調整能力，直面する対

人関係的困難を乗り越える社会スキルの育成にま

で拡充すること，すなわち学力論の大幅な拡張と

刷新を否応なしに求める。」と説明している。 

 この議論が腑に落ちるためには，再度その議論

の中心にある問題意識について考える必要がある。

それは，産業革命以降の「産業社会（工業社会）」

から，新しい知識・情報・技術が政治・経済・文

化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の基盤と

して飛躍的に重要性を増す「知識基盤社会」へと

変化していくという将来予測である。この知識基

盤社会では，「産業社会とは対照的に『正解』は存

在せず，その状況における『最適解』をその都度

自力で，あるいは多様な他者と協働して生み出す
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べく，知識を豊かに創造し活用する資質・能力が

すべての人に求められる」（那須氏）というのであ

る。こうした知識基盤社会においては，「何を知っ

ているか」ということよりも，「何ができるように

なっているのか」ということの方が重要という。

そこで，学校教育で習得する知識が，表面的知識

に収まることなく，より実社会・実生活の中で応

用可能な汎用性の高い知識や技能にまで昇華して

いかなくてはならないという問題意識が浮かび上

がってくる。 

 このことを社会科という教科にあてはめて考え

てみる。「知識」という言葉を社会科という教科を

通して眺めると，どうしても歴史用語，地理用語

などの用語のイメージで捉えられがちである。 

あらゆる社会的事象には，それに付随する名前が

付けてあるのだが，その膨大な量の名前を暗記す

ることが社会科の学習だと思われがちである。よ

く言われる「社会科は暗記科目」などという表現

はそれを見事に言い表したものである。しかし，

社会科の教科の目標である「公民的資質・能力の

育成」とは，そのような点の状態の知識を無数に

詰め込むことでは絶対に達成することはできない。 

 公民的資質・能力とは，社会的な見方・考え方

を自在に働かせながら社会に存在する課題を捉え

たり，その解決方法を考えたりしながら，よりよ

い社会の実現に向けて主体的に行動を起こしてい

く力のことである。 

 そのような公民的資質・能力はどのような学習

活動を行えば習得することができるのだろうか。 

 一言で表すならば，「子どもが社会とつながるよ

うな授業を展開すること」であろう。子どもたち

の意識が社会につながるためには，世の中で起き

ている出来事（社会的事象）を捉える見方・考え

方が必要である。見方・考え方を働かせることに

よって，社会的事象に含まれる課題や価値に気付

くことができたり，その解決方法についても自分

なりに思考することができるようになったりする。 

このような見方・考え方を育むためには，社会

的事象を自分のこととして受け止め，自分と社会

とのつながりを感じながらそれらを解決したり，

これからの社会の在り方や社会への関わり方，自

分の生き方を考えたりする活動のある授業が重要

だと考える。このような学習を通して，急速な時

代の変化や身の回りにある社会の諸問題に適切に

対応し，どの子も主体的に社会に参画し，よりよ

い社会を実現するための資質・能力の育成が図ら

れると考えた。そこで研究主題を「よりよい社会

を実現するための資質・能力の育成～『つながる』

をキーワードにした指導を通して～」と設定した。 

 

２．研究仮説 

研究主題を踏まえ，本研究での仮説を次のよう

に設定した。 

 

３．研究内容 

 以上の研究仮説を実証するために，研究内容を 

次の通りとした。 

４．研究方法 

研究方法については，次の通りとする。 

（１）研究対象 

 研究対象は担任する６年２組の児童３３名（男

子１９名，女子１４名）とする。 

「つながる」をキーワードにした指導の手

立てを打つことで，子どもに社会的事象の見

方・考え方が身に付き，社会的事象の意味を

多角的に追究すると共に，よりよい社会の在

り方について考え，自らの生き方につなげて

いく子が育つ。 

つながるをキーワードにした教材化や  

単元構成の工夫 

①社会的事象を自分につなげて捉えることがで

きる教材の開発。 

②

 

仲間や社会とつながる学習活動の工夫 

①

 

②社会的事象への自分の関わり方（つながり）を

選択・判断する学習活動。 

指導・援助の工夫 

①社会とのつながりに気付く「３つの見届け」 

②仲間の考えにつながるための学習環境の工夫 
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（２）「社会的事象の見方・考え方を働かせながら，

社会的事象の意味を多角的に追究するとと

もに，よりよい社会の在り方について考え，

自らの生き方につなげていく」姿を検証す

る方法。 

検証方法は，次の２点とする。 

①授業中の仲間同士の話し合いの様子。 

②グループ交流におけるホワイトボードの記述や，

個人追究やまとめにおけるノートの記述内容を

分析する。 

 

５．実践 

 ６月実施の「三人の武将と天下統一」，１２月実

施の「長く続いた戦争と人々のくらし」の２つの

単元での実践を具体例として取り上げ，児童の姿

の変容を分析する。 

 

 ６年生の社会科は歴史分野の授業が全体の約

３分の２を占める。歴史分野における社会的事象

は全て過去のことである。しかも，子どもたちが

生まれる以前の話しかない。だから，子どもたち

が歴史的事象をより自分に引きつけて捉えること

ができるように，歴史的事象と自分たちが生活す

る地域とのつながりを感じさせるような教材の開

発に取り組んだ。 

「３人の武将と天下

統一」の単元では，織田

信長を紹介する際に，

岐阜県の「岐阜」という

名称を決めたのは織田

信長であるというエピ

ソードを織り交ぜるこ

とで教科書の中の人物

ではなく，より自分に

身近な人物であると感

じられるようにした。 

 この他，信長が勢力

を拡大していく様子は

図を使って視覚的に把握できるようにし，その中

に必ず多治見市の位置を示すことで，自分たちの

地域と歴史的事象との間のつながりを自分に引き

寄せてイメージできるようにした（図表１）。 

 また，居住する地域と３人の武将との関わりに

ついても，単元の導入と終末で触れるようにした。

本校が位置する多治見市小泉町・大原町のあたり

は，戦国時代に武田家家臣の若尾一族が根本城主

として治めていた。その後，織田信長が勢いを持

つようになると，織田方の森可成の支配下となっ

た。信長の死後，森可成は豊臣方となり，小牧・

長久手の戦いでは若尾氏もこの森可成の配下とし

て徳川軍と戦うが敗走。根本城主だった若尾甚九

朗も戦死した。徳川の時代になると，若尾氏は帰

農して家業に励んだという史実が残されている。

こうした史実をもとに，単元終末の「ひろげる」

段階において，３人の武将と若尾氏との関わりを

つなげる活動を行うことにより，地域に残る史跡

（図表２）とと

もに，自分たち

の郷土への理

解へとひろげ

るようにした。

（図表３） 

 この他，１２

月の「長く続い

た戦争と人々

のくらし」の

単元では，太

平洋戦争末期

の「空襲」とそ

の犠牲者が兵

士だけではな

く，広く一般

の国民であっ

たことを理解

させるために

多治見市空襲

を取り上げた。

教材には文・

森善代，作・朝

比奈真由氏の

紙芝居「多治

（研究内容１）つながるをキーワードにした教材化や  

単元構成の工夫 

①社会的事象を自分につなげて捉えることがで

きる教材の開発。 
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見市空襲」（図表

４）を使ったほか，

２０１８年に発

刊された鬼頭佳

嗣著「多治見空襲

を知っています

か？」の１３ペー

ジに掲載されて

いる「多治見市が受けた空襲一覧」を使った。 

 多治見市空襲における主な被災地は，勤務する

小泉小校区内のＪＲ太多線小泉駅からＪＲ多治見

駅にかけての地域である。紙芝居の朗読中子ども

たちは自分たちに馴染みのある地域での惨劇に， 

一言もしゃべらずに，じっと聞き入っていた。 

 図表５にあ

るように，「多

治見市空襲を

知っています

か？」から，多

治見市が受け

た空襲一覧を

抜粋し，米軍か

らの攻撃対象

となった施設

や人を軍事施

設は赤線，非軍

事施設は青線

で色分けさせ

た。すると，全

て青線で埋ま

ってしまい，視

覚的にも空襲が無差別殺戮の色合いが強いことが

感じられる結果となった。子どもからは次のよう

な意見が出された。 

 こうした素朴な感想や疑問などから，戦争末期

の空襲で，一般人や民間施設が多数被害に遭った

ことを理解することができた。 

 

 

 

単元構造図（図表６）の作成にあたっては，単

位時間の役割を明確にし，つけたい社会的な見方

や考え方を明記したり，その見方や考え方がその

後の授業にどう関連していくかを線でつないだり

するなどの工夫をした。また，単元を貫く課題を

設定し，毎時間の学習活動のまとめを，単元を貫

く課題につなげるようにすることで，単位時間ご

との学習内容のつながりを意識できるようにした。

「３人の武将と天下統一」の単元の場合，「３人の

武将それぞれの働きにより，長く続いた戦国の世

が終わり，天下統一が達成された。」ということが，

子どもに捉えさせたい社会的事象であるので，単

元を貫く課題を「３人の武将はどのようにして，

戦国の世を終わらせ，天下統一を達成したのだろ

うか。」とした。 

 

（１）単元構造図における４つの段階 

単元構造図を作成するにあたって，単元の展開

に見通しを持たせるために４つの段階を設定した。 

１つ目が「つかむ」段階である。これは，社会

的事象と出会い，単元の見通しを持つための授業

である。「３人の武将と天下統一」の単元では，長

篠の合戦屏風図を通して，戦国時代の様子をつか

む。日本中でこの合戦屏風図のような戦いが繰り

広げられていたことを知り，それが３人の武将の

活躍によって平和な世の中になったことを年表を

使って確認することで，「３人の武将はどのように

して，戦国の世を終わらせ，天下統一をしたのだ

ろうか。」という単元を貫く課題へとつなげた。ま

た，校区内には若尾氏という武将がいたことを紹

介し，３人の武将の盛衰とともに，どんな道をた

どったのかを想像させるなどして，郷土に引き寄

せて考えられるようにした。 

２つ目が「引き寄せる」段階である。社会的な見

方や考え方を高める段階である。この段階で，単

元を貫く課題を解決するための土台となる社会的

事象に対する見方・考え方（それによって獲得さ 

れた新しい知識）を獲得する。「３人の武将と天下

統一」の単元であれば，信長，秀吉，家康の３人

の武将が，それぞれ戦乱の世を治めるために行っ 

②身に付けさせたい社会的事象の見方・考え方を，

位置付けた単元構造図の作成。 

【図表４】多治見空襲の紙芝居 

Ｃ１：多治見市が受けた攻撃は，全く軍事施設とか

米軍を攻撃するような場所ではなかった。 

Ｃ２：駅，小学校，病院などを攻撃しても意味がな

いのに，どうして攻撃したのか分からない。 

Ｃ３：どうして多治見市がねらわれたの？  
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た施策の内容と，その成果・影響を資料追究を通

して知るのである。 

３つ目が「まとめる」段階である。調べてきた

ことをもとに，単元を貫く課題への自分の思いを

まとめるのである。この単元の場合，単元を貫く

課題が「３人の武将はどのようにして戦国の世を

終わらせ，天下統一をしたのだろうか。」なので，

この課題に対する答えとなるようなまとめを，こ

こで書けるようにする。 

４つ目が「ひろげる」段階である。単元で培っ

た知識や社会的な見方や考え方をつかって，郷土

の歴史を見つめたり，同時期の他の歴史的事象に 

ついて考えたりする段階である。 

単元構造図を作成する際に意識したことが，３

つ目の段階の「引き寄せる」での選択・判断を伴

う学習活動に向かって，第１段階，第２段階のど

の時間で土台となる知識や社会的見方・考え方を

学習するかを検討したことである。単位時間ごと

に獲得する知識や社会的見方・考え方を位置付け

たら，次にその知識や社会的見方・考え方を習得

するために，どのような資料を用いるか，その資

料で付けたい「見方・考え方」を明らかにしどの

ような課題設定と発問をすればよいかを検討する。 

このように単元構造図を作成することにより，

単元全体を，単元を貫く課題に向かった一つの意

識でつなげることができ，単位時間の位置付けが

より明確になった。 

単位時間の流れについても，３つの段階を設定

することで社会に対する認識を広げたり深めたり

する場を全ての児童が持てるようにした（図表７）。 

【図表６】単元構造図 

（研究内容２）仲間や社会とつながる学習活動の工夫 

①既習事項，資料と資料，仲間の意見をつなげるこ

とで，社会的事象を多角的に考える学習活動。 

【図表７】課題追究の流れ 
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 ６月に実施した「織田信長と安土城」での実践

を通して，課題追究における３つ学習活動の役割

を説明する。 

 この授業ではわずか３０年のうちに，尾張の小

大名だった信長が，周囲の強力なライバルに打ち

勝ちながら現在の中部・近畿地方一帯を影響下に

入れていった事実を１５６０年頃と１５８２年頃

の勢力図を対で示しながらつかませた（図表１）。

そこから，学習課題を「なぜ，信長は周囲を敵で

囲まれていながら勢力を広げていくことができた

のだろうか。」とした。 

 子どもたちは，まずは個人追究を行う。子ども

たちは課題解決に向けて与えられた資料を読み取

りながら，資料から得た情報を根拠に自分なりの

課題に対する考えをつくる（図表８）。 

そして，そ

の後に全体交

流を行う。個

人追究では発

見できなかっ

た事実，見方，

考え方を知る

ことができる

ようにして，全員が持っている土台となる情報量

をそろえるのである。 

 子どもたちに提示した資料は３点。１点は経済

振興策である「楽市楽座」「関所の廃止」「道路の

整備」などの情報，２点目は戦術の先進性を示す

「鉄砲による三段構えの戦法」を示すもの。３点

目がキリスト教の保護政策のことである。子ども

たちは全体交流を通して，各資料から考えたこと

を発表していった。 

 以上は子どもたちの発表した内容の一部だが，

これらの意見は個々の資料から考えたもので，資

料と資料をつないだり，仲間の意見とつないだり

することができていない。つまり，情報が点のま

ま存在しており，しかもその情報が課題解決の方

向につながっていないということになる。という

ことは，それぞれの事実が持つ社会的意味につい

ての認識が浅いままになっているということであ

る。そこで，深めの発問を投げかけ，考える際の

視点を与え，社会認識を深められるようにした。 

 まず，図表１０にあるように，信長が行ったこ

とを２つにグルーピングした。１つが「お金を集

めるしくみ」，もう１つが「武力を高めるしくみ」

である。グルーピングをしたところで，「お金をつ

くるしくみをつくることが，どうして勢力を広げ

ることにつながるのだろうか。」と問いかけた。 

この深めの発問が出たところでグループ交流を

行った。そのねらいは，小集団で話し合うことで

児童一人一人が自分ごととして考えなくてはなら

なくなり，仲間の意見を積極的に比較・統合しな

がら課題に迫ることができるところにある。 

図表９のように，４人グループにつき一枚のホ

ワイトボードを渡し，このホワイトボードを囲み

ながら深めの発問に対する議論を行った。 

このように，深めの発問を通して，子どもの意

識が資料と資料をつなぎ，仲間同士で意見や考え

をつなぎながら，課題解決に向かうことができた。

今回取り上げた班だけでなく，９つある班全てが

「稼いだ『お金』で，武器を買って『武力を高め』

て周囲のライバルを打倒していった」という流れ

をつかむことができていた。 

Ｃ１：関所を廃止したことによって，人や物が自

由に移動できるようになって，安土城の城

下町に大勢の商人が集まってきた。 

Ｃ２：道路を整備したことによって，戦が起きた

ときに敵のところまでいく時間が短くなっ

た。 

Ｃ３：（前時までの学習とつないで）三段構えの戦法のために，

大量の鉄砲が必要だった。大量の鉄砲を戦

で使うことで，周囲の大名に勝てた。 

 

【図表９】グループ交流をする様子 

【図表８】個人追究の様子 
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以上は６月の様子だが，その後もグループ交流 

を通して子ども同士がそれぞれ見付けてきた事実

を比較・統合（つなげる）することで，社会的事

象への理解をより多面的なものへと昇華させてい

くことができた。 

下の図表１１は，１２月に実践した「長く続い

た戦争と人々のくらし」の単元の第２時にあたる

「中国との戦争が広がる」の授業の際，グループ

交流で使用したホワイトボールである。課題は「日

本が中国と戦争することになった原因・展開・影

響について考えよう」というものだった。 

ここでは，個人追究→グループ交流という流れ

で展開をした。子どもたちはグループでの話し合

いを通して，積極的にお互いの考えをつないだり，

資料と資料を線でつないだり，キーワードをあげ

たりしながら話し合いをまとめている。６月時点

のホワイトボードでは箇条書きをまとめている感

じのものが多かった（図表１２）ことと比べると，

子どもたちにグループ交流のねらいが浸透し，小

集団の話し合い中で個々が積極的に意見を表出し，

それを積極的につなぎながら，話し合いを深めて

いくことができたと言える。 

（１）６月の「３人の武将と天下統一」での実践 

【図表１０】「織田信長と安土城」の授業の板書 

資料と資料を線でつなぎなが

ら考えている。 

【図表１１】１２月のグループ交流で使ったホワイトボード 

②社会的事象への自分の関わり方（つながり）を

選択・判断する学習活動。 

６月の段階では、ほとんど

の班が仲間の意見を箇条書

きでまとめていた。 
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「３人の武将と天下統一」の単元では，単元終

末の授業で，この単元で学んだ３人の武将のそれ

ぞれの業績についてまとめた。その後，「３人の武

将の考え方で，自分も見習いたいと思うところは

あるか」と問うことで，授業を通して知った３人

の武将の生き方や考え方について再度考え，それ

を自分自身の生き方や問題解決への姿勢へとつな

げていくような指導を行った。 

上の図表１３のように，３人の武将の生き方で

見習いたかったり，あこがれたりする部分につい

て記述させた。この児童たちのように，３人の武

将の考え方や行動の起こし方について，自分の生

き方や問題解決への姿勢につなげて考えることが

できる者は全体の３分の１程度だった。授業を通

して得た知識の範囲でそれぞれの武将の考え方や

行動の起こし方について論じさせようとすると，

その児童の興味・関心の度合いによって書く内容

の差が大きく現れてしまう点が気になった。戦国

時代に興味がある児童などは，それぞれの武将の

様々な細かいエピソードまで知っているため，そ

うしたエピソードからうかがい知れる本人の人柄

や考え方について書くことができる。その一方で，

教科書の範囲の知識（情報量）では，生き方や考

え方という抽象的なお題に対して明確な意見を持

つことが難しい様子だった。単元末の「まとめる」

のところで選択・判断させようとするならば，「つ

かむ」「ひきよせる」の段階で学習してきた知識を

根拠にして考えることができるような問いにすべ

きと感じた。 

 

（２）「長く続いた戦争と人々のくらし」での実践 

 ６月に行った「三人の武将と天下統一」での反

省を踏まえて授業改善に取り組んだ。１２月に実

践した「長く続いた戦争と人々のくらし」の単元

では，全７時間から構成される単元指導計画を立

案した。この単元指導計画においては，単元を通

して，日中戦争・太平洋戦争の２つの戦争の概要

と戦時中の人々の生活，さらに，戦争末期の空襲，

沖縄戦，原爆投下から終戦までを学習する。単元

指導計画においては， 

・戦争によって他国との関係がどう変化したか。 

・戦争することになった背景（原因）。 

という２つの視点を軸に据えながら，歴史的事象

を理解するようにした。 

こうして獲得した知識を土台に，単元終末の第

７時では「どうしてこれほどまでに多くの犠牲者 

が出る戦争が起きてしまったのだろうか。二度と

戦争を繰り返さないためにはどうしたらよいのだ

ろうか」という課題を立てた。この授業における

「社会の在り方を選択・判断する学習活動」とは，

戦争の要因となる事実，出来事をここまで学習し

てきた知識や仲間の意見を統合したりしながら検

討することである。 

0 まず，個人追究を行い，各自で単元を通して

【図表１３】６月時点でのまとめの記述 

【図表１５】グループ交流後のホワイトボード。 

【図表１４】  

戦争の原因を，単元を通して得た 

複数の視点から考えている。 
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獲得してきた知識を根拠にしながら考察した。そ

の後，個人個人が自分の意見を表出する機会を増

やすためにグループ交流の時間を設けた。 

 グループ交流では，ホワイトボードの中央に「戦

争の原因」と話し合いのテーマを記入し，それぞ

れの意見をできるだけ線や矢印で結びながら，仲

間の考えをつなげて話し合いを深めていく姿があ

った（図表１４）。また，図表１５からもわかるよ

うに，学級内の全てのグループが互いの意見をつ

なぎながら，戦争の原因を議論できていた。全体

交流では大きく次のような意見が出された。 

 ここに挙げられた意見は，子どもたちが即席で

思いついたものではなく，全て単元を通した各授

業の中で得てきた知識であり，見方・考え方であ

る。第７時の授業でのグループ交流や全体交流を

通して，子どもたちが単元で得てきた知識が一つ

につながったと言える。 

そして，この知識を土台に「二度と戦争を繰り

返さないためには，どうしたらよいのだろうか。」

という発問をしたところ，次のような意見が出さ

れた。 

これらの意見は，前段の「戦争が発生し，長引

き，多くの犠牲者を出してしまった原因」の反対

の道を考えたものである。これらの意見の一つ一

つはそのまま，戦後の日本の民主化，平和主義，

非核三原則，国際協調外交といった現代に続く日

本の歩んできた道につながるものである。以下は

授業後のまとめである。（図表１６） 

Ｃ１：外国との友好関係を結ぶことが重要だ。 

Ｃ２：外国人に対する差別などをせず，仲良くすること

が大事だ。 

Ｃ３：国際連盟のような，平和のための組織を作ってそ

こに入ることだ。 

Ｃ４：資源を武力で奪い取るのではなく，対等な貿易を

通して手に入れるようにすればよい。 

Ｃ５：植民地の取り合いが戦争の原因の一つになってい

るので，どの国も植民地支配をしなければよい。 

Ｃ６：原爆などの核兵器を持たない。 

Ｃ７：戦時体制のところでは政党を解散してしまい，国

民の声を聞かなくなってしまった。戦争に反対す

る国民の声を聞くようにしなくてはいけない。 

Ｃ１：世界恐慌からの不景気を回復するために満州を支

配しなくてはいけないという考えにとらわれすぎ

た。 

Ｃ２：日本も欧米列強も自分の利益を優先しすぎて植民

地の取り合いをしたことが戦争の原因になった。 

Ｃ３：明治維新以来の富国強兵策によって，日清・日露

などの戦争に勝つことができたけど，勝つ毎にエ

スカレートさせてしまったのではないか。 

Ｃ４：戦時体制の中で，戦争に反対できないようにして

しまい，大きな被害が出るまで戦争を続けてしま

った。 

Ｃ５：工業が発展したから，強い爆弾が作られ，それに

よって被害が大きくなってしまった。 

Ｃ６：日本は資源が少ない国だけれど，その資源を武力

を使って力尽くで奪おうとしたことが良くなかっ

たのでは。 

Ｃ７：満州事変の後，国際連盟に満州国の設立を反対さ

れたときに脱退して国際的に孤立してしまった。

国際連盟は平和を守る組織だし，そこから脱退す

ることで戦争の道に突き進んでいってしまったの

ではないかな。 

【図表１６】授業後のまとめ 

A 児 

B 児 

C 児 
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 Ａ児はまとめの中で植民地の取り合いが戦争の

一番の原因と捉え，それを繰り返さないためには

外国人だからって差別をしなければいい」と考え

るなど，自分の在り方につながるまとめになって

いる。Ｂ児は戦争が長く続いてしまった遠因とし

て，戦時体制の中で戦争に反対する国民の声が届

かなかったことを念頭に置きながら「私は戦争が

二度と起きないよう，政治に積極的に参加（選挙）

していきたい。」と，政治参加への意志を書いてい

る。Ｃ児は「わたしもまなみさんと同じで・・・」

と授業中に出された仲間の意見につなげながら，

よりよい社会の在り方について考察している。 

このほか、多くの子どもが戦争の原因を複数の

要因をつなげてまとめ，そして戦争を繰り返さな

いためにはどうしたらよいかについて自分なりの

意見を書くことができていた。 

 

 単位時間における学習過程に合わせて，「願う子

どもの姿（見届ける姿）」を明確にし，「実態」「学

習状況」「定着状況」の３つの見届けを大切にした。 

 １つ目は「実態の見届け」である。前の時間に

書いた「まとめ」をチェックすることで，本時に

つながる知識をどの程度理解しているかを把握し

たほか，授業の冒頭に社会科係の児童が実施する

復習クイズでの挙手や解答の状況から児童の持っ

ている知識を把握するようにした。 

 ２つ目は「学習状況の見届け」である。授業中

の課題追究の様子を机間指導しながら個々の子ど

もの思考の進度や内容を確認した。課題解決につ

ながる事実を発見したり，考察したりしている児

童には赤ペンで丸を付けるなどした。 

「定着状況の見届け」は，単位時間の終末にま

とめとふり返りを行うことで，児童の課題達成の

度合いや定着状況を把握できるようにした。 

 

 

 

（１）ホワイトボードの活用 

仲間の考えにつながるための工夫として，小集

団による話し合いを行う際に，ホワイトボードを

使うようにした。ホワイトボード上にグループの

書記係が意見をまとめていくことで，仲間との対

話で生まれた思考の過程を可視化し，議論を深め

ていけるようにした。 

また，交流の際にホワイトボードを提示しなが

ら話すことで，考えの根拠を示したり，流れを可

視化したりすることで全体交流での議論がより深

まるようにした。（この成果については，図表１３

と図表１４を参照のこと。） 

 

６．成果と課題 

・単位時間あたりに付けたい社会的な見方・考え

方，知識を明確に位置付けた単元構造図を立案

することは，子どもにそれらの力を付ける上で

有効であった。 

・社会的事象を見方・考え方を鍛えるためには，

単元の終わりに，その前の時間までに獲得した

知識や見方・考え方を使って問題解決を図れる

ような話し合い活動を計画すると有効であるこ

とが分かった。 

・必然性のある問いかけや，小集団による話し合

い活動（グループ交流）を毎時間の中で位置づ

けた指導を行うことで，歴史的事象を捉えるた

めの複数の事象を「つなげ」たり，仲間の意見

を「つなげ」たり，自分の生活経験と「つなげ」

たりしながら，より深く，より広く多角的に社

会的事象を捉えることにつながった。 

・個人個人の学習状況の見届けについては弱い部

分もあると感じている。それぞれが，単位時間

内の自分の学習内容についてきちんと振り返る

ことができるような学習カードを作成するとい

った取り組みも今後は増やしていきたい。 
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